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0．はじめに
本稿では、受動文の形式に焦点を当てながら、その共起性を考察する。学校文法で受動文
は、原則「be＋過去分詞＋by＋～」の形式として学習する。しかし、学習を進めていくと、
“be surprised at ～”や“be killed in ～”など基本形式とは異なる表現に出くわす。使われる前
置詞が“by”以外であり、原則となる形式とは異なる形をとる。両者の違いには触れられるこ
とはなく学習は進められ、後者の形式は暗記事項として済まされてしまう。しかし、両者は
明らかに形式が違っているため、受動文の形式が伝える意味に差異が生じて当然である。こ
の研究では、統計的な分析を活用し、基本的な形式「be＋過去分詞＋by＋～」とそれ以外
の形式の共起の関係性をみる。使用する前置詞の違いから過去分詞の状態や前置詞以後に現
れる語句の差異を考察の対象とする。共起性を意識したこの研究を今後の英語教育の一端と
して利用できるようなものにしていきたい。
1．例文について
受動文の共起性を考察するにあたり、研究のための言語資料が必要となる。この研究では、
すべて個人で収集した言語資料を使用する。特に書き言葉の英語を研究の主たる対象とする
ため、使用する資料は文学作品から収集している。使用する言語資料は、Project 
Gutenbergから取得した資料である。この研究を行う上で活用する言語資料から作品の一例
を挙げる。
・　Pride and Prejudice（1813）－ Austen, Jane
・　A Christmas Carol（1843）－ Dickens, Charles
・　The Adventures of Tom Sawyer（1876）－ Twain, Mark
・　Maggie: A Girl of the Streets（1893）－ Crane, Stephen
・　The Sea-Wolf（1904）－ London, Jack
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・　The Red Horizon（1916）－ MacGill, Patrick
また、この研究で使用する資料は個人で収集したものであるため、以下の制約があることは
認めなければならない。
・　著作権の版権が切れている作品の例文を引用していること
・　 版権が切れた作品の中で電子テキストとして入手できるものから得た例文を引用してい
ること
・　引用される文学作品の出版年代が1930年代以前のものであること
Project Gutenbergから収集しているので、現代の文学作品には触れられていない。また、
考察で使用する言語資料は、戦前のものになってしまっている。この点を考慮した上で調査
を進める。
2．「by＋名詞句」を伴う受動文について
基本形式となる「be＋過去分詞＋by＋～」の受動文を考察する。まず、受動文それ自体
を観察し、その特徴を見ていく。この考察をもとに次節で具体的な例を考察する。その中
で、前置詞との共起性や前置詞の後に入る名詞句の共起性がどのようなものであるかを観察
する。
2.1　「by＋名詞句」を伴う受動文の形式について
受動文は、「be＋過去分詞＋by＋～」を基本的な形式として学習する。中学・高校では、
（1）と（3）の文を（2）と（4）、（5）の文へと書き換える練習が行われる。ただし、（2）は
通常不自然な表現である。しかし、中学や高校の英語では、書き換えの練習として当然のご
とく使われている。その一例として、本稿では使用している。また、学校では教科書の例文
が自然な文かどうかを考えることなく指導が行われることが多い。そのため、この文が不自
然であることを教える機会はほとんどないことを追記しておく。
（1）I like O. Henry. （F. Scott Fitzgerald, Tales of the Jazz Age）
（2）O. Henry is liked by me.
（3）He gave me ten pounds. （Arnold Bennett, Anna of the Five Towns）
（4）I was given ten pounds by him.
（5）Ten pounds were given to me by him.
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しかし、高校生向けの文法書である高橋・根岸（2013）では、“by”を用いる受動態は次の
ような条件があることを示している。ここでは、引用として必要になる箇所のみを引用する。
（6） <by ～>が重要な情報であり、それがないと文の意味が不明確になるような場合には、
<by ～>で動作主を示す。
a <by ～>に相応の重点がある場合
　This picture was painted in 1910 by Picasso.
b <by ～>がないと意味が不明確になる場合
　The park is visited by a lot of foreigners.
（6）から“by”を用いた受動文は使用上の制約がうかがえる。（1）から（5）のような能動態
から受動態への書き換えは、形式を学ぶためには有効かもしれない。だが、実際の英語の用
法とは異なるため、受動文への書き換えには注意が必要である。さらに、高橋・根岸（2013）
は「<by ～>を表すのは、受動文の文全体の約20%とされる」と記している。“by”を用いた
受動文は少数派であると考えられる。
また、加賀・大橋（2017）は本文の中で、受動文が可能な動詞は「動詞によって表される
行為が能動文の主語によって主体的に行われる行為であるかどうかという点である」として
いる。また、上記のことを踏まえ、以下のようにまとめの項目が述べられてる。
（7）動作主の条件
　対応する能動文の主語が動作主の場合、受動文が可能となる
（7）から“by”以下には動作主が入ることになる。この条件に当てはまるものは次のような例
として掲載されている。
（8）a. The window was broken by John.
　　b. This room was cleaned by Mary.
また、自作のコーパスから（8）に関連する例を挙げる。
（9） ... we were awakened by a bustling presence in the yard, and found our camp had 
been surprised by a tall, lean old native lady, ...
 （Robert Louis Stevenson, In the South Seas）
（10）The “belle” was surrounded by a dozen men in the intermissions between dances.
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 （F. Scott Fitzgerald, This Side of Paradise）
ただし、（7）から動作主は人間などの生命をもつ生物を指すと考えられる。行為や状態など
は対象として考えられていない。“by＋名詞句”の形式を取るための条件は、限定的なのもと
なっている。さらに、村田・成田（1996）では、動作主について次のように述べている。
（11）「動作主」とは、「動詞が表す動作を自らの意思で行う有生物」と定義される。
（7）と（11）から動作主は命ある生物に限られる。しかし、詳細は次節で述べるが、“by”以
後に動作主が入ることは少なく、動作主以外の表現が多くみられる。さらに、村田・成田
（1996）では、次のように述べている（引用部内の下線は筆者による）。
（12） 一般に受動文は、文の主語に何らかの動作が及んでその作用や影響をこうむることを
示すものなので、もし受動文の主語がそうした作用を受ける「受動者（patient）」と
解せないときには、その文は不自然なものになる（Bolinger, 1975）。
（7）と（11）の考えでは、“by”以後には動作主となる名詞句を想定しなければならない。こ
の条件に当てはまるのは、次の例である。
（13）Harry was seen by John. （安藤 2005: 346）
だが、（12）から“by”以後に必ずしも動作主が入らなければならないとは言えないのではな
いだろうか。受動文の主語以下の表現「be＋過去分詞＋by＋～」が「文の主語に何らかの
動作が及んでその作用や影響をこうむる」ものであることが受動文を作るための要件と考え
られる。
（14） a. German can be read easily by this method. （安藤 2005: 348） 
b. His son was run over by a motor car. （安藤 2005: 349）
したがって、“by”以下に入る語句の条件は、「文の主語に何らかの動作が及んでその作用や
影響をこうむる」ものと解釈を広げて理解したほうがよいと思われる。
また、高見（2011）では、受動文として適格となるためには次のような条件を示している。
（15） 受身文の状態変化制約： 
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受身文は、動詞が表す事態が、その主語指示物を直接対象としてなされ、その状態に
変化や影響を及ぼす場合に適格となる。
（15）のような制約やこれまでの考察を考えると、“by＋名詞句”は必ずしも“by＋動作主”と
範囲を狭めないほうがよいと考えられる。名詞句には、高見（2011）にある「状態に変化や
影響を及ぼす」ものと広くとらえたほうが正確な理解につながる。受動文を作る際に、“by”
の後には動作主である人が入る場合もあるととらえ直す必要がある。
加えて、久野・高見（2005）では、受動文を作るには以下の条件があることを述べている。
（16） 主語性格づけ機能 
受け身文は、話し手がその主語を性格づけるときに用いられる。
また、久野・高見（2005）の中で（16）を説明するために、次の例が挙げられている（引用
例は説明のために本文から抜粋し、並べ替えと番号の振り直しをしている）。
（17） a. John read Hamlet last night. 
b. ??/*Hamlet was read by John last night. 
c. Hamlet was read even by John.
（16）から“by”の後に入る動作主は一般的な人や特筆すべきでない人が入ると受動文として
不自然なものになってしまう。しかし、受動文の主語を際立たせるような動作主が“by”以後
に入る場合は、受動文として適格となる。これらのことから、（7）は一般化するには難点が
あると見なさざるを得ない。受動文の条件を考えるには、（12）と（15）を元に、“by”以下
に入る表現は、文の主語に何らかの動作が及びその作用や影響を与えるものと考えるのが妥
当である。その表現は、動作主として人がくる場合もあり、また、人に影響を与える行為や
活動、あるいは、人に影響を与える状態ともみなすことが可能である。“by”以後に入る名詞
句は、動作主に焦点を絞るのではなく、何らかの動作が原因となり作用や影響を与えるもの
と広義にとらえたほうが良い。それ故、“by”の後には動作主だけではなく、それ以外の表現
も入るという認識の見直しが必要である。
最後に、高見（2011）では英語の受身文の実例を観察し、その結果を掲載している。小説
や一般書、随筆などの書籍14冊から無作為に抽出した50例を以下のようにまとめている。
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（18） 主語 by­phrase 英語の実例数
a. ＜人間＞ ＜人間＞ 1
b. ＜人間＞ ＜無生物＞ 3
c. ＜人間＞ 不明示 8
d. ＜無生物＞ ＜人間＞ 4
e. ＜無生物＞ ＜無生物＞ 8
f. ＜無生物＞ 不明示 26
合　計 50
（18）から“by＋名詞句”の名詞句に＜人間＞が入る例は50例中5例、名詞句に＜無生物＞が入
る例は11例となっている。このことからも、“by”の後に動作主だけが入るとみなしてしまう
には無理がある。生物・無生物も含めた作用や影響を及ぼすものが入るとみなせる。
2.2　まとめ
受動文は、基本的な形式として「be＋過去分詞＋by＋～」という形をとる。2.では“by＋
名詞句”の名詞句にはどのような語句が入るかを考察した。学校文法では動作主を主とした
書き換えの練習をするため、“by”の後に入る名詞句は動作主が大きな割合を占めると想定さ
れた。しかし、先行研究を中心に考察を進めていくと動作主だけと限定できないことがわか
る。むしろそれ以外の語句の数が多い。また、動作主は使用上の制約が大きいため、受動文
では用いられにくいと考えられる。このことから、“by＋名詞句”の名詞句には生物・無生物
を問わず文の主語に何らかの作用や影響を与えるものや変化を生じさせるものが入るという
解釈が可能となる。
3．受動文の実例について
基本となる「be＋過去分詞＋by＋～」の受動文とそれ以外の形式をとる受動文の共起性
を考察する。実際に英文の中で使われている例を観察しながら、その特性はどのようなもの
であるかをみていく。受動文の形式をとる動詞は無数に存在するため、この研究では中学・
高校の教科書で学習することが多い動詞の例を挙げ、受動文を考察する。例として挙げる動
詞は、高橋・根岸（2013）などを参考に選んである。また、中学校や高校で使われている教
科書や文法書を参考に、この研究のため恣意的に考察対象となる単語を選んでいる。
3.1　“surprise”の受動文
学校文法では、“surprise”の受動文は“be＋surprised＋at＋～”と学習し、“by”を用いた表
現は学習することが少ない。では、実際には‘at’と‘by’で違いがあるのかを1.で述べた自作の
コーパスで検索する。実際に検索された用例は、合計132例である。
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（19）“be ＋ surprised ＋ by ＋～”の用例数： 38例（28.8%）
（20）“be ＋ surprised ＋ at ＋～”の用例数： 94例（71.2%）
“by”を使用した表現が存在しないことはないが、“at”の場合と比べると明らかに少ない。
“surprise”の受動文で“by”をとるものは28.8パーセントである。そのため、統計的な差が学習
の優先度に影響を与えていると、また、使用頻度が高い“at”の方がより重要度が高いと考え
られる。
3.2　‘by’を用いた“surprise”の受動文
“be＋surprised＋by＋～”の形式をとる場合、どのような特徴があるのか見ていく。（19）
の結果から、“by”以後に入る語句をみていく。“by”の後には、大きく分類して、行為や活動
を行う動作主、作用や行為・活動、状態、モノが入る。
（21） While this cry was at the loudest the people were surprised by the well-known 
figure of Governor Bradstreet himself, ... .
 （Nathaniel Hawthorne, Twice Told Tales）
（22） Something must have happened to the patrol, probably the officer and two men had 
been surprised by the enemy and killed ... .
 （Patrick MacGill, The Great Push）
（23） Very early one morning we were awakened by a bustling presence in the yard, and 
found our camp had been surprised by a tall, lean old native lady, dressed in what 
were obviously widow’s weeds.
 （Robert Louis Stevenson, In the South Seas）
（21）から（23）は、“by”以下に動作主が入る例である。検索から、4例しか用例を発見でき
なかった。動作主は、（16）の条件から通常の受動文では用いられにくいと考えられる。
次に、作用や行為・活動を表す名詞句が“by”以下に入る例を見る。
（24）Ralph was surprised by her remark and a little hurt, ... .
 （Virginia Woolf, Night and Day）
（25） Still reposing on the chest, our friend, who never grumbles, is surprised by the 
sudden appearance of a sailor at the boat-house door.
 （Wilkie Collins, The Frozen Deep）
（26）Alvina was surprised by this visit.
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 （D. H. Lawrence, The Lost Girl）
（27）... when I was surprised by a sudden lurch of the coracle.
 （Robert Louis Stevenson, Treasure Island）
（24）から（27）は作用や行為・活動を表す表現が“by”の後に入っている。これらの表現が
一番多く、18例を確認できた。“by”の後に入る名詞句として数が多い理由には、（12）と
（15）の条件が考えられる。作用や行為・活動の場合、主語への作用や影響を及ぼすことが
直接的なものとなり、これらの条件を満たすと推定される。
さらに、別の例を見ていく。
（28）... and I was surprised by the completeness and security of the defences.
 （Robert Louis Stevenson, New Arabian Nights）
（29） She was surprised by her own quiet and confidence.
 （Virginia Woolf, Night and Day）
（30）... he was surprised by a pang of acute jealousy.
 （Virginia Woolf, Night and Day）
（28）から（30）は、“by＋名詞句”の名詞句に状態が入る例をあげた。38例中8例を確認でき
た。作用や行為・活動は何らかの活動の最初の場面やその最中、あるいは、作用や行為・活
動の全体などを連想でき、主語への影響が大きい。状態は、何らかの活動が開始され、その
活動の状態が継続しているもの、あるいは、ある人やモノの様態ととらえることができる。
このことから、状態は主語へ継続的に影響を与えていると考えられる。それ故、状態を表す
語句も行為や活動よりは頻度が下がるものの、“by＋名詞句”の名詞句として用いられると想
定できる。
最後に、モノの例をあげる。
（31）... she had been surprised by an affectionate letter from her Australian husband, ... .
 （Thomas Hardy, Jude the Obscure）
（32） ... I should not at this time of day be so surprised by the news that reached me 
when in the early autumn I returned to London.
 （W. Somerset Maugham, The Moon and Sixpence）
（33） And at first I was so much surprised by this ancient monument of an intellectual 
age, ... .
 （H. G. Wells, The Time Machine）
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（31）から（33）は、“by”以下の名詞句にモノが入る例である。状態と同様に38例中8例の用
例が存在した。（31）の‘an affectionate letter’や（32）の‘the news’、（33）の ‘this ancient 
monument’は単に存在するモノでしかない。しかし、このモノを契機や引き金として「be
＋過去分詞」が主語へ影響を与えると考えられる。（24）から（27）のような行為や活動の
ようにモノは直接的に影響を与えるとは言えない。だが、行為や活動の引き金となっている
場合が多い。そのため、直接的な働きかけの力は大きくはないが、作用や影響の始点や起点
となるものとしてモノをとらえることにより、“by”の後に入る名詞句としてモノの使用頻度
が高くなっていると考えられる。
3.3　使用頻度について
3.2から‘surprise’が「be＋過去分詞＋by＋～」の形式をとる場合、以下のような頻度で使
われることがわかった。38例の頻度を使用頻度が高い順に挙げる。
（34） 作用・行為・活動  ： 38例中18例（47.3%） 
モノ     ： 38例中 8例（21.1%） 
状態    ： 38例中 8例（21.1%） 
人    ： 38例中 4例（10.5%）
（34）から、主語に何らかの作用や影響を直に与える表現が“by＋名詞句”の名詞句に入るこ
とがわかる。また、直接的ではなくとも主語への作用や影響に関連する表現が高い頻度で用
いられることがわかる。さらに、（12）や（15）、（16）をもとに「be＋過去分詞」だけが主
語への影響を与えているのではなく、“by＋名詞句”を出発点とし、「be＋過去分詞」の行為
が主語に作用すると考えられる。このような展開を安藤（2005）では「受動者－行為－行為
者」としている。しかし、2.2から‘by’以下に入る名詞句は行為者と限定すべきはない。
これまでのことから、「be＋過去分詞＋by＋～」の形式をとる受動文では、‘by’と共に用
いられる表現は作用・行為・活動に関わるものが多く、次いでモノ、状態、人となる。主語
への影響を考えると作用・行為・活動が多いことは妥当である。
3.4　‘by’の機能について
‘by’を用いた場合の受動文はどのような意味を持つのかをみる。ここでは、‘by’に焦点を当
て考察する。田中（2015）では、次のように述べられている（引用部内の下線は筆者によ
る）。
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（35） by: 本来「近接（そば）」を表し、何かに「拠って」ということを表し、そこで、ある
感情が原因によって引き起こされることを明示する。
（35）から‘by’を使うことで何らかの感情を引き起こす要因が‘by＋名詞句’の名詞句に入ると
なっている。しかし、田中（2015）は‘by’を「byのコアは「近接して」というもの」として
いる。その後、この意味が拡張され、「「ある対象を傍らにおいて」が連想され、そこから
「ある対象に拠って」という意味合いが出てきます」としている。（35）と前述のことをまと
めると、‘by＋名詞句’の名詞句には、ある感情だけの原因を引き起こすものが入るのではな
く、あらゆるものやことを引き起こす原因となる名詞句が入ると想定できる。
また、（35）から‘by’を使うことで何らかの行為が引き起こされることから、‘by’と共にあ
る動詞は動作に力点があるものが使われることになる。
（36） ... he had been pleasantly surprised by the presentation of her drawing to his new 
pupil.
 （Wilkie Collins, Hide and Seek）
（37）It was at Tenby that you were chased by the bull ... .
 （Virginia Woolf, Night and Day）
（38）... for she was moved by the sad voice in which the man spoke.
 （L. Frank Baum, The Wonderful Wizard of Oz）
‘surprise’とそれ以外の動詞の例を‘by’との関係から観察する。‘by’はあらゆる物事の原因を
引き起こすことに焦点が向いている。その影響から受動文で‘by’と共に共起する過去分詞は、
動作を伴うものと考えられる。したがって、（36）から（38）の受動文に用いられる動詞は
動作性を主とした機能を持ち合わせているとわかる。（36）は‘the presentation’が、（37）は
‘the bull’が、（38）は‘the sad voice’が、引き金となってそれぞれの「be＋過去分詞」という
動作を生みだしている。それ故、‘by’を用いた受動文は動作性があるとみなせる。加えて、
Declerck（1991）では、前述のような受動文を「動作受動態」としており、過去分詞の機能
とそれに伴う共起語の違いにより受動文を分類している。Declerck（1991）から分類の基準
を以下に抜粋してまとめる。ただし、この研究と関連があるものを載せることにする（引用
は本文から抜粋し、並べ替えと番号の振り直しをしている）。
（39） a. 真の受動態だけが、動作主を示すby句を伴うことができる。  
b. 過去分詞が、以下の形容詞に特有の特徴を一つでも持っている場合、その構文は真
の受動態ではありえない。
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1）過去分詞に、by句以外の前置詞句が続く場合。
2）過去分詞が形容詞と等位接続されている場合。
（39）とこれまでの考察から、“by＋名詞句”を伴う受動文は、過去分詞に動作性の機能が存
在すると考えられる。
3.5　‘at’を用いた“surprise”の受動文
“be＋surprised＋at＋～”の形式をとる受動文を観察する。3.2と同様に、行為や活動を行
う動作主、作用や行為・活動、状態、モノが‘at’の後に入る。
（40）‘Hans, I am surprised at you,’ said the Miller ... .
 （Oscar Wilde, The Happy Prince, and Other Tales）
（41）One should not be surprised at a capable man changing jobs occasionally.
 （F. Scott Fitzgerald, Tales of the Jazz Age）
（42）It was so unlike her to break down that she was surprised at herself.
 （Frances Hodgson Burnett, A Little Princess）
（40）から（42）は‘at’の後に動作主が入る例を挙げた。‘by＋名詞句’の場合と同様、動作主
が入る例は少ない。94例中9例と頻度順では最下位である。ただし、‘by＋名詞句’に入る名詞
句とは違い、（16）の条件を満たすための制約が少ない。‘at’の後には、‘you’や‘herself’など
の主語を特徴づけるために特異性を表す語句が入らなくとも受動文が成立している。2.での
考察から“be＋surprised＋at＋～”の受動文は、受動文としての形式は備わっていると言え
る。しかし、基本形式である「be＋過去分詞＋by＋～」の形を取っていないことから受動
文としての純度が下がっていると推察される。また、田中（2015）では、「擬似受動態」と
してこのような表現を扱っている。3.4では、‘by’を用いた受動文は動作性に視点が向いてい
ると述べた。これに対して、‘at’を用いた受動文は、田中（2015）から「この場合の過去分
詞は形容詞的色彩が強く」なるとしている。結果として動作性は弱まると考えられる。その
ため、（16）の影響が弱まり、名詞句に入る語句の制約が緩和されたと考えられる。
次に、作用や行為・活動の例をみることにする。
（43） ... he could not be surprised at any effect produced on the heart of man by such 
loveliness and such abilities ... .
 （Jane Austen, Lady Susan）
（44）Turning quickly, she was surprised at sight of a young man, ... .
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 （Nathaniel Hawthorne, The House of the Seven Gables）
（45） I should be surprised at Tom Gradgrind’s addressing such a remark to Josiah 
Bounderby of Coketown, ... .
 （Charles Dickens, Hard Times）
（46）... I was surprised at her writing these things.
 （Carolyn Wells, The Clue）
（43）から（46）は、‘at’以下に作用や行為・活動を表す語句が入る例である。これらの表現
が使われた例が94例中43例と一番多く使用されていた。（12）と（15）の条件が“by＋名詞
句”の形式を取らなくとも受動文の形式としての影響力を持つと推察される。
さらに、別の例をみることにする。
（47）After all, he could not be surprised at the family’s general happiness.
 （W. Somerset Maugham, The Hero）
（48）He had been surprised at the excellence of her French accent, ... .
 （Virginia Woolf, Night and Day）
（49） I was prepared for him again to set aside my question, and was surprised at the 
readiness of his reply.
 （Jack London, The Sea-Wolf）
（47）から（49）は、‘at’の後に状態を表す語句が入る例である。94例中15例と頻度として3
番目に多く使われている。
最後に、モノの例をみる。
（50）And then you need be surprised at nothing, ... nothing ... .
 （D. H. Lawrence, The Lost Girl）
（51） Jones, who affected to be surprised at nothing after his crushing experience with 
railroad freight rates on firewood and charcoal, ... .
 （Jack London, Burning Daylight）
（52）... and I have been surprised at the harvest which he has reaped in a short time.
 （Arthur Conan Doyle, The Adventures of Sherlock Holmes）
（53）At first I was surprised at this flood in a hot, dry summer, ... .
 （H. G. Wells, The War of the Worlds）
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（50）から（53）は‘at’の後に名詞句が入る例である。2番目に頻度が高く、94例中27例の存
在が確認できた。
3.5での観察から、3.2との頻度順と近い結果が得られた。前置詞の違いが使用頻度に影響
を与えることが想定されたが、結果として細かな使用の差はあるものの受動文という点で形
式が共起関係に影響を与えていることがうかがえる。
3.6　‘at’の場合の使用頻度について
‘at’の後に入る名詞句は、‘by’の場合の使用頻度と近い結果となった。
（54） 作用・行為・活動  ： 94例中43例（45.7%） 
モノ    ： 94例中27例（28.7%） 
状態    ： 94例中15例（16.0%） 
人    ： 94例中 9例（9.6%）
ただし、（54）からモノの使用頻度が（34）と比べると多少の変化があり、使用頻度の高低
が若干みられる。しかし、（34）と（54）を考察すると、前置詞の後に入る名詞句はどちら
の場合でも使用される名詞句の頻度順はほぼ同じであった。ここで注目すべきは、人の扱わ
れ方である。‘by’の受動文の場合、（16）の制約があることで、‘by’以後の名詞句は限定され
たものだけしか使用できない。しかし、‘at’の受動文の場合、（16）の条件が緩和され、（40）
から（42）の考察のように人が入る場合、主語を性格づけるような人を表す名詞句を用いな
くとも受動文が成立している。
（55）I’m surprised at you, m’am.
 （Mark Twain, Adventures of Huckleberry Finn）
‘by’の受動文では（55）のような‘you’を‘by’の後の名詞句として入れた場合不適格になるが、
‘at’の受動文ではそれが可能である。このことから、“be＋surprised＋at＋～”は「be＋過去
分詞＋by＋～」と形式上は似たものであるが、機能上では性質が異なる点があると推定さ
れる。
3.7　‘at’の機能について
‘at’を用いた受動文はどのような意味を生じるのか考察する。ここでは、3.4同様に前置詞
に焦点を当て、その機能を観察する。田中（2015）では、‘at’を次のように述べている（引
用部内の下線は筆者による）。
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（56） at: 本来「場所（ところ）」を表します。そこで、その場で感情的反応をするという意
味合いが強くなる。
（56）から‘by’とは違い、要因を引き起こすことに焦点が向いていない。つまり、何かを起点
として物事が始まるという意味の側面はないと考えられる。また、田中（2015）は‘at’を
「「点（point）」が連想されます。しかし、atは「点」を指す場合もあればそうでない場合も
あります」とし、「漠然とした「ところ」のこともあれば、焦点が定まった「ところ」」もあ
るとしている。‘at’の「漠然とした「ところ」」に視点を向けた場合、‘at’が‘be+surprised’と
共に使われることでぼんやりとした感情の反応を示すことになる。つまり、動作性のある「驚
く」ではなく、「驚いている」という状態性に力点が置かれる。この結果から、「be＋過去
分詞＋by＋～」とは形式の類似性はあるものの、機能の面で一線を画すことになる。この
ような受動文を田中（2015）は「擬似受動態」、Declerck（1991）は「状態受動態」として
いる。加えて、Declerck（1991）では「真の受動態だけが、動作主を示すby句を伴うこと
ができる」としている。ここまでの考察から、“be＋surprised＋at＋～”の受動文は状態性を
表す文と考えられる。また、「be＋過去分詞＋by＋～」と形式上は似ているものの、同類の
ものとみなせないことがわかる。見方を変えれば、受動態の分類の仕方を細分化し、受動態
は「動作受動態」と「状態受動態」に分けられ、使用する前置詞の違いがその機能に影響を
与えるともみなせる。それ故、形式と共起性の繋がりが重要なものとなる。
3.8　まとめ
「be＋過去分詞＋by＋～」と“be＋surprised＋at＋～”の受動文を考察した。‘by＋名詞句’
と‘at＋名詞句’には共起性があり、どちらも似たような頻度数の語句が入ることがわかった。
受動文の中で「行為・活動」、「モノ」、「状態」、「人」の順で使われている。（12）や（15）、
（16）の制約が受動文の共起性に影響を及ぼしていると推察される。また、受動文で使われ
る前置詞が動作受動文や状態受動文といった受動文での意味機能に作用していることもわか
った。過去分詞の動作性や状態性が前置詞との共起関係から決定されるとみなせる。それ故、
受動文は能動文との変換を簡単にできるものとはいえなくなる。能動と受動の形式を変更す
るからには、その形式、つまり、共起する語句との関係性が文の意味伝達に変化を生じさせ
ると考えるべきである。
4．おわりに
受動文を共起性から考察した。特に、‘surprise’を主眼とし、受動文の基本形式である“be 
surprised by ～”と“be surprised at ～”を観察した。両者は受動文の形式という点で共起語
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の分類と頻度は近い結果となった。また、形式の違いから‘by’を伴う受動文は、動作性の強
い受動文に、‘at’を伴う受動文は状態性の強い受動文になることがわかった。これまでの考
察から受動文は能動文の単なる書き換えであるとみなすことができない。受動文の本質は、
一般的に考えられているよりも深いものがある。しかし、学校教育ではこれらの側面を無視
して指導されているのが現実である。導入として受動文を指導する場合には、能動と受動の
単純な書き換えでも問題はないと思われる。しかし、学習の段階が上がっていくにしたがっ
て、受動文で用いられる語句、つまり、前置詞やその後に入る名詞句と、過去分詞に当たる
動詞の性質を共起性の観点から受動文が持つ意味を見直す必要がある。また、英語教育で
は、指導する立場の人たちがこのような観点で教授できるよう受動文への理解をより一層深
めることが必要である。
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On the Passive Voice
FUKAYA, Atsuka
The purpose of this paper is to examine the meaning of passive constructions in terms of 
co-occurrence of words. In this article, the verb ‘surprise’ is focused on. The items searched 
from the standpoint of co-occurrence are as follows: prepositions and the words in the 
prepositional phrases. The nature of the words used in the prepositional phrases are, in 
descending order, 1）action or effect, 2）things or objects, 3）states or situation, 4）person 
or people. This gives us the following point: objects of prepositions are not always agents. 
In this research, most of them are nouns which have some influence on the subjects. By 
observing the semantic function of prepositions ‘at’ and ‘by’, gradience in the meaning of the 
past participle ‘surprised’ is identified. ‘By’ semantically expands into the following meaning: 
something is caused by something else. This leads to show that ‘by’ has strong connection 
with action. As a result, the combination of ‘by’ and noun phrases gives the past participle 
‘surprised’ a verbal nature. By contrast, ‘at’ implies location in a place or position. There are 
cases where the place or position includes ambiguity. This links with the idea that ‘at’ 
indicates that there is something in a state of vagueness. In this way, ‘at’ is associated to 
state, which gives the word ‘surprised’ an adjectival character. It is shown that the choice 
of prepositions affects the function of the past participle. In general, passive sentences are 
thought to be derived from active sentences, and ‘by-phrases’ are expected to have agents. 
But passive sentences have the characteristics as mentioned above. Therefore, we need to 
learn the co-occurrence of prepositions and the words used in the prepositional phrases in 
order to appreciate the usage of passive voice and the nature of the verb used.
